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薬剤師さんといえば、皆さん、病院や薬局
で患者さんのお薬を調剤（処方箋に基づき、
お薬を交付）したり、お薬に関する情報提供
を行ったりする仕事を想像される方が多い
のではないでしょうか。今回お話しをお伺い
した泉さんも、本院に入職されてから10年
間は病棟の薬剤師として、患者さんへの調剤
や情報提供・相談などの業務に従事されて
いました。しかし、現在は病棟を離れ、感染制
御部の薬剤師として業務をしています。
　泉さんのいる感染制御部は、本院に来ら
れる患者さんが安心して医療を受けられる
ように感染管理の面から院内の医療体制を
支援する部署です。泉さんは抗菌化学療法
認定薬剤師（公益財団法人日本化学療法学
会認定）の資格をもっており、感染制御部で
は抗菌薬適正使用支援チーム（AST）の専従
薬剤師として、院内の抗菌薬（感染症を引き

起こす細菌を壊したり、抑制したりする薬）
の使用状況について日々モニタリングし、
現場へのフィードバックや、薬の種類、使用
期間など適正な使用に係る助言を行ってい
ます。抗菌薬は、必要以上に使用してしま
うと、薬が効かない細菌（薬剤耐性菌）を生
んでしまうリスクがあるため、病院全体で
の抗菌薬使用のコントロールは大切な業務
となっているのです。
　泉さんは感染制御部でのお仕事につい
て、「病棟では患者さんに密接に関係する業
務であったので、感染制御部に来た当初は
少し戸惑いを感じることもありました。し
かし、抗菌薬適正使用の支援に努め、より良
い医療の提供ができればと思っています
し、さらにそれが地域へ還元できることに
繋がると思っています」とお話ししてくだ
さいました。

病院全体から
より良い医療の
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特別個室
11階西病棟

　昨年度の診療担当の副病院長から今年度より総務担当の副病
院長と変更になりました。原田雅史でございます。これまでも診
療担当として患者さんを中心とした病院運営を心がけてまいり
ましたが、この度は直接患者支援センターの担当責任者ともなり
ますので、一層患者さんの立場に立った配慮に重きを置いた病院
運営を心がけていきたいと考えています。病院に対する改善点等
ありましたら、気軽に直接私宛てに、あるいは周りの病院スタッフ
にお伝えいただき、私まで届けていただければ幸いに存じます。
病院内で働く医療従事者全員の能力を最大限に引き出せるよう
に、病院内容の整備に努めていく所存ですので、皆様のご協力を
頂戴できれば幸いに存じます。よろしくお願い申し上げます。
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原田 雅史
（はらだ まさふみ）

　副病院長（診療担当）に就任しました。昨年度は病院長補佐と
して、主に患者さんの満足度向上、特に待ち時間短縮に取り組み
ました。副院長に就任後も引き続き、待ち時間ゼロを目指し、患
者さんの満足度の高い病院を目指します。また、徳島大学は県
内の地域医療の最後の砦という重要な役割があります。さらに、
日本全国から高度医療を求めて受診する施設です。地域に根差
し全日本国民へ高度医療を提供する、日本のメイヨクリニック
を実現したいと思っています。
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